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はじめに
当社は、モバイルブロードバンドシステムを得意分野と

し、お客様にとって最適な製品をすばやく市場に投入す

ることを使命にしています。この目標を達成するために、

各種のプロトコルや信号処理技術を開発・提供しており、

例えば3GPP LTE（Long-Term Evolution）やWiMAXなど

の国際規格が要求する膨大な演算に適合したマイクロア

ーキテクチャを備えた信号プロセッサなどのソリューション

を提供しています。

このソリューションガイドは、当社のソリューションの主な

特長を概説したものです。当社独自のソリューションの特

長とビジネス上の利点を挙げ、当社のハードウェアプロセ

ッサによる広範な信号演算アルゴリズムと、ネットワーク・

プロトコル・スタックの機能、性能を示します。

Welcome to Phybit
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SIGNAL COMPUTING SOLUTIONS
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当社は、膨大な信号演算をリアルタイム処理する特

別なマイクロアーキテクチャを開発・提供していま

す。標準無線システムと、今後新たに出現する3G 

LTE、WiMAX、および4Gに基づくネットワークにフォ

ーカスしています。

当社は、大容量化、サービスエリアの拡大、バッテリ

ーの長寿命化、アクセス遅延の減少、スループット

の高速化、およびコストの削減を実現するためのア

ルゴリズム、プロトコル、およびアーキテクチャを提供

します。

当社のソリューションは、プログラマブル・プロセッサ

が備える多機能性と、市場投入までの時間の短縮

という利点をフルに提供します。最適アルゴリズムを

シリコン上の最新のパラレル・プロセッサと組み合わ

せ、単機能のハードワイヤ信号プロセッサより高い柔

軟性と、アップグレードの容易さを実現します。
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H2ASVP

特定用途向けベクトルプロセッサ
H2ASVPは、PHYの変復調用に最適化されたベクトルプロセッ

サです。これはH2のベクトル版であり、非常に規則的なマイク

ロアーキテクチャを持っているため、ベクトルデータ型を使用し

て容易にプログラミングができます。200 MHzでは、16ビットデ

ータで3200 MIPS、8ビットデータで6400 MIPSが得られます。

特長
FFT、FIR、および復調機能を高速かつ低電力で実行する専用命令。

利点 

モバイルブロードバンド物理層の単一チップ実装が可能です。

H2

デュアル・デジタル信号プロセッサ
H2は、3G物理層信号を処理する16ビットDSPコアです。

データ転送速度が最大2 MbpsのWCDMAに適しており、テスト

ベンチ、ネットリストとともに合成可能なVHDL、またはGDSIIフ

ァイルとして提供されます。

特長
H2はメモリーを持たない小型の75,000ゲート、デュアル実行段を持つ
7段のパイプライン、2個の48ビット・アキュムレータと1個の32ビット・ア
キュムレータ、および符号あり／符号なしモードの2個の16b×16b乗
算器を備え、トリプルポートRAMへのアクセスをサポートします。

利点 
H2はプログラミングと保守が容易で、SoCや多数コア搭載のチップへ
の迅速な集積化に適しており、消費電力が少ないためにバッテリー寿
命が延びます。

PROCESSOR ARCHITECTURES

H2FEC

プログラマブル・チャネル・デコーダ
H2FECは、ターボ、LDPC、および畳み込みデコーダーの軟

判定、因子グラフ復号化に最適化されたベクトルプロセッサで

す。200～300 MHzで30～50 Mbpsという復号化スループットを

持つため、3G LTEやWiMAXなどの携帯型ブロードバンド規格

の処理要件に適合します。

特長
H2FECは、小型サイズ（40万ゲート未満）で因子グラフ復号化アルゴリ
ズムを高速実行するためのデータパスを備えています。

利点
モバイルブロードバンド・チャネル・デコーダを、高価なハードワイヤ
実装する必要がなくなります。システムコストと開発予算が削減されま
す。
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PROCESSOR ARCHITECTURES

L2PRO

低電力プロトコル・プロセッサ
L2PROは、携帯型ブロードバンドプロトコルスタックを効率的に

低電力で実装するための専用命令を備えた、32ビットRISCプ

ロセッサです。L2PROの命令セットアーキテクチャは、3G LTE

やWiMAX 802.16eなどの規格のレイヤ2処理機能に適合して

います。

特長
乱数発生、CRC、カウンター、タイマー、およびビット列マッチングのた
めの専用命令を備えたプロトコル機能ユニット。

利点 
モバイルブロードバンド規格に適合したプロトコル・スタックの開発とテ
ストを加速し、プロジェクトの時間と予算を節約します。

L2IMP

アイドルモード・プロセッサー
モバイルブロードバンドデバイスは、ほとんどの時間がネットワ

ークステイタスをチェックして呼び出し（ページング）を待つだけ

のアイドルモード状態にあります。当社のアイドルモード・コプ

ロセッサは、無線端末機のアイドルモードタスク処理を効率化

するように設計された32ビットの小型RISCプロセッサです。この

プロセッサがページング・チャネルを復号化する専用命令を備

えているため、主プロトコル・プロセッサは、アイドルモード処理

に関与せずに済み、貴重な演算能力を節約できます。

特長
モバイルブロードバンド規格のアイドルモード機能に対応した命令セ
ット・アーキテクチャを備えた、スタックベースの小型RISCマイクロアー
キテクチャ。

利点
モバイルブロードバンドデバイスのバッテリー寿命が延びます。

L2SEC

セキュリティー・コプロセッサー
L2SECは、整数の因数分解（IF）、離散対数（DL）、および楕円

曲線の離散対数（ECDL）に基づくセキュリティプロトコルをソフ

トウェアで実装するためのプログラマブルなコプロセッサです。

公開鍵アルゴリズムと数論暗号に対する効率的なハードウェ

ア・サポートを提供します。

特長
L2SECには、べき乗剰余（ab mod N）、有限体べき乗、および楕円曲
線演算（倍加、加算、および乗算）のための専用命令を備えた暗号演
算装置が含まれています。

利点
L2SECによって、暗号用ハードワイヤ回路を開発するコストが不要に
なります。L2SECは、どのRISCプロセッサと組み合わせてもセキュリテ
ィプロトコルの実行を加速できます。
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アルゴリズム・ライブラリ

マルチスタンダード物理層機能
当社は、多くの物理層（PHY）アルゴリズムを提供します。エンドツーエ

ンドの物理層アルゴリズムを形成するための信号処理機能が、使用場

所と対応規格に応じて構成されます。その結果、最終的に複数のモバ

イルブロードバンド規格に対応する産業品質の高速PHYソリューション

が得られます。 

特長
モジュール化された階層化構成を持つ物理層機能により、多くのモバイ•	
ルブロードバンド規格に対応。

固定小数点演算により、ターゲットであるリアルタイム・ハードウェアへの•	
高速変換。

モバイルブロードバンド規格のビット誤り率要件を上回る性能。•	

利点 
モバイルブロードバンド規格に対応する物理層ソリューションの開発とリア•	
ルタイム実装が加速されます。

開発コストを削減します。•	

PHYSICAL LAYER ALGORITHMS
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MULTISTANDARD PROTOCOLS

プロトコル・ソフトウェア

マルチスタンダード・プロトコル・スタック
当社は、どのモバイルブロードバンド規格にも適応できる無線

プロトコル・スタックをリアルタイム実装するための汎用フレーム

ワークを開発しました。当社のマルチスタンダード・プロトコル・

スタック（Phybit MPS）は、規格固有の効率的なデータリンク層

ソリューションの開発に使用したり、いくつかの規格を並列処理

するマルチモード・プロトコル・ソフトウェアとして使用したりでき

ます。 

特長
共通機能と、どの無線アクセス技術にも対応する規格固有のプロトコ
ル機能が統合されたセット。

利点 
マルチスタンダード端末機、小型ベースステーション、およびアクセス
ポイント用のマルチモード・プロトコル・スタックを迅速に開発します。
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